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１．概要（Summary） 

圧電共振子に分子が付着すると、その質量負荷により

共振周波数が低下する。逆にこの低下分を質量に換算

することで付着質量を絶対計測できる。さらに、横波型の

圧電共振子を用いると、液体中でも共振状態を維持でき

るため、液体中での分子付着を検出できる。本研究では、

生活習慣病リスクマーカーの抗原抗体反応を検出するこ

とを目的として、横波型薄膜共振子質量センサを開発す

る。そこで、京都大学ナノテクノロジーハブ拠点の設備を

利用してセンサデバイスの微細加工を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

電子線蒸着装置、両面マスクアライナー 

 

・実験方法 

まず、電子線蒸着装置を用いてシリコン基板上に

Ti/Au/Ti 電極膜を作製した。Ti 電極の膜厚を 50 nm、

Au電極の膜厚を 300 nm とした。次に、RFマグネトロン

スパッタ装置を用いて電極膜上に膜厚 2.6 m の ZnO

圧電膜を形成した（ZnO 膜は同志社大学にて作製）。そ

の後、両面マスクアライナーを用いて薄膜共振子部分の

パターンを転写し、純水で希釈した硝酸により ZnO 膜を

ウェットエッチングした。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

電子線蒸着装置を用いて作製したAu電極膜をX線回

折法により評価した結果、(111)面に強く配向していること

が分かった。一方、電極膜上に形成した ZnO膜について

は、強い回折ピークが得られなかった。本研究の横波型

薄膜共振子を実現するためには、(11 2 0)面や(101 0)面

配向の ZnO 膜が必要である[1]。しかし、Au(111)上には

ZnO(0001)がエピタキシャル成長することが知られており

[2]、これまで (112 0)面配向 ZnO 膜が形成された条件下

でも、(11 2 0)面に配向しなかったと考えられる。そのため、

今後は Au電極の成膜レートを高くするなど Auの結晶配

向性を悪くする工夫が必要となる。 

Fig. 1 に ZnO ウェットエッチング後の顕微鏡画像を示

す。約 1%に希釈した硝酸で ZnO 膜を良好にパターニン

グできることが判った。今後、電極と配線のパターニングを

進めていく予定である。 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Microscopic image of ZnO film. 

４．その他・特記事項（Others） 

・参考文献 
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・ナノテクキャリアアップアライアンス（Nanotech CUPAL）、

ナノテクリサーチプロフェッショナル（NRP）育成コース、

「抗原抗体反応の高感度検出を目的とした横波型薄膜共

振子MEMSセンサの創製」 

・共同研究者：京都大学 土屋智由准教授 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

100  m 

Ti 

ZnO 


